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東
寺
真
言
宗
の
大
本
山
の
寺
院
。
本
堂
は

国
の
天
然
記
念
物
の
珪
灰
石
（
石
山
寺
珪
灰

石
）
と
い
う
巨
大
な
岩
盤
の
上
に
建
ち
、
こ

れ
が
寺
名
の
由
来
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
西

国
三
十
三
所
観
音
零
場
第
十
三
番
零
所
で
も

あ
り
、
近
江
八
景
「
石
山
の
秋
月
」
と
し
て

も
名
高
い
。
紫
式
部
が
『
源
氏
物
語
』
を
着

想
し
た
と
伝
わ
る
寺
院
。
本
堂
に
は
「
源
氏

の
間
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
今
年
、
紫
式
部

御
人
形
の
十
二
単
の
お
衣
替
え
を
し
、
多
く

の
参
拝
客
を
お
迎
え
す
る
な
ど
、
見
ど
こ
ろ

い
っ
ぱ
い
で
す
。

集
合
　
7
時
45
分
　
名
鉄
バ
ス
セ
ン
タ
ー
4
階

行
程
　
名
鉄
B
C
出
発
8
時

　
　
　
土
山
S
A
（
休
憩
）9時

10
分
〜
9
時
30
分

　
　
　
石
山
寺
（
参
拝
）・

　
　
　
大
河
ド
ラ
マ
館
（
見
学
）

10
時
20
分
〜
11
時
50
分

　
　
　
洗
心
寮
（
昼
食
）
12
時
〜
12
時
50
分

　
　
　
寿
長
生
の
郷
（
見
学
・
買
物
）

13
時
30
分
〜
15
時

　
　
　
鈴
鹿
P
A
（
休
憩
）
15
時
45
分
〜
16
時

　
　
　
名
鉄
B
C
帰
着
17
時
頃

参
加
費
　
1
5
，0
0
0
円

定
員

30
名
募
集
（
最
少
催
行
人
数
15
名
）

　
　
　
※
15
名
未
満
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

主
催
会
社
名

　
名
鉄
観
光
バ
ス
㈱

観
光
庁
長
官
登
録
旅
行
業
第
1
8
5
7
号

ご
行
程
あ
ら
ま
し

【大河ドラマ館】

日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー

「
滋
賀
／
石
山
寺

　
　
大
河
ド
ラ
マ
館
と

　
　
　

　
寿
長
生
の
郷
」

令
和
6
年
12
月
13
日（
金
）

日
時

見
ど
こ
ろ

◎
石
山
寺

　
紫
式
部
ゆ
か
り
の
石
山
寺
に
て
、
大
津
で

し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
映
像
や
企
画
パ

◎
光
る
君
へ

　
び
わ
湖
大
津
大
河
ド
ラ
マ
館
／

　（
同
時
開
催
）源
氏
物
語

　
　
　
恋
す
る
も
の
の
あ
は
れ
展

　
眼
の
前
を
流
れ
る
瀬
田
川
は
し
じ
み
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
2
年
の

開
店
当
時
か
ら
石
山
寺
を
訪
れ
る
人
々
を
も

て
な
し
て
い
ま
す
。
し
じ
み
め
し
に
舌
鼓
を

打
ち
つ
つ
、
石
山
寺
ゆ
か
り
の
古
人
に
ち
な

み
名
付
け
ら
れ
た
お
部
屋
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
の
美
意
識
や
雰
囲
気
を
取
り
入
れ
た
内

装
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

食
事
と
お
買
物

◎
洗
心
寮

　
寿
長
生
の
郷
（
す
な
い
の
さ
と
）
滋
賀

県
大
津
市
大
石
竜
門
琵
琶
湖
か
ら
唯
一
流

れ
で
る
瀬
田
川
の
ほ
と
り
、
六
万
三
千
坪

の
丘
陵
地
に
寿
長
生
の
郷
が
あ
り
ま
す
。

懐
か
し
い
里
山
風
景
を
再
現
し
た
広
大
な

敷
地
に
は
、
梅
や
柚
子
が
植
え
て
あ
り
、

ゆ
っ
く
り
と
郷
山
を
散
策
し
た
り
、
お
土

産
の
お
菓
子
を
選
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
癒
し
の
ひ
と
時
を
味
わ
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
叶
　
匠
壽
庵
　
寿
長
生
の
郷

ネ
ル
、
大
河
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
衣
装
や
小

道
具
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
同
時
開

催
の
「
源
氏
物
語

恋
す
る
も
の
の
あ
は
れ

展
」
で
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
恋
の
和
歌
を

現
代
的
に
表
現
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ
ス
ト

や
楽
曲
、
平
安
時
代
の
恋
を
彩
っ
た
色
・
香

り
・
花
に
触
れ
る
コ
ー
ナ
ー
を
体
感
い
た
だ

け
ま
す
。

銘菓あも

【寿長生の郷】

匠壽庵 大石最中

【洗心寮】

　
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
、紫
式
部
が

源
氏
物
語
を
書
き
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

ゆ
か
り
の
地「
石
山
寺
」や
、そ
の
境
内
に
あ
る

「
光
る
君
へ
び
わ
湖
大
津
大
河
ド
ラ
マ
館
」を

訪
れ
、昼
食
は
セ
タ
シ
ジ
ミ
を
使
っ
た
料
理
が

有
名
な「
洗
心
寮
」に
て
し
じ
み
め
し
を
堪
能

し
、そ
の
後「
叶
　
匠
壽
庵
　
寿
長
生
の
郷
」

を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

（
主
催
：
大
津
市
大
河
ド
ラ
マ

　
「
光
る
君
へ
」
活
用
推
進
協
議
会
）


